
ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ここが聞きたい 個 人 質 問 ここが聞きたい 個 人 質 問

市
内
の
多
く
の
公

園
で
は
ボ
ー
ル
遊

び
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
や
ル
ー

ル
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
公

園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

環
境
を
改
善
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
た
め
2
点
伺

う
。 

①
ボ
ー
ル
遊
び
が
可
能
な

公
園
の
数
と
、
そ
の
割
合

に
つ
い
て
。 

②
公
園
の
利
用
制
限
を
緩

和
す
る
に
は
地
域
住
民
と

の
合
意
形
成
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
一
定
の

ル
ー
ル
の
下
で
子
ど
も
た

ち
が
公
園
で
ボ
ー
ル
遊
び

を
行
え
る
よ
う
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
見
解
を

伺
う
。

①
都
市
公
園
に
お

け
る
ボ
ー
ル
遊
び

に
つ
い
て
は
、
硬
い
ボ
ー

ル
は
運
動
施
設
を
有
す
る

公
園
を
除
き
禁
止
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
や
わ
ら
か

い
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
基

本
的
に
制
限
し
て
お
ら
ず
、

市
内
１
４
１
か
所
の
都
市

公
園
で
利
用
で
き
ま
す
。

②
公
園
利
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
や
設
備
に
つ
い
て

は
、
よ
り
柔
軟
で
適
切
な

対
応
が
必
要
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆

さ
ま
と
の
対
話
の
場
を
設

け
、
意
見
を
丁
寧
に
伺
い

な
が
ら
、
公
園
の
あ
る
べ

き
姿
を
と
も
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今

後
は
、
近
隣
自
治
体
の
事

例
も
参
考
に
し
つ
つ
、
地

元
自
治
会
と
協
議
を
重
ね

な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
が
安
心
し
て
ボ
ー
ル
遊
び

で
き
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
よ

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

議員名 全ての質問項目 ページ

タコスキッド

公園で遊ぶ子ども達の環境について

41
手話通訳者の処遇改善について

市民農園について

地域生活支援事業について

神武　　綾
持続可能な介護保険制度の構築について

42
すべての子どもたちの学びの保障について

瀬筒　義久
地域猫活動について

42
立地適正化計画について

原田久美子
地域公共交通について

42
移動スーパー事業について

陶山　良尚 元号「令和」を活かした今後のまちづくりについて 43

岡林　直人

「市民の意見箱」の活用について

43選挙の投票率向上について

今夏の猛暑対策について

川口　親丸

コミュニティバス「まほろば号」について

43小学校給食の無償化および中学校給食の10割補助について

財政調整基金について

本会議の録画映像の配信を行っています。 
質問者のページに表示している二次元バーコードから、録画映像にアクセスできます。

個人質問　質問項目一覧表個人質問　質問項目一覧表
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

元
号「
令
和
」を
活
か

し
た
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
４
点
伺
う
。

⑴
令
和
改
元
５
年
記
念
事
業

の
評
価
と
今
後
の「
令
和
」の

活
用
の
方
向
性
は
。

⑵（
仮
称
）令
和
万
葉
館
の
設

置
に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ

い
て

⑶
万
葉
集
に
縁
の
あ
る
自
治

体
と
の
新
た
な
連
携
に
つ
い

て⑷
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て①「
令
和
改
元
記
念
日
」の
設

置
に
つ
い
て

②
時
代
行
列
の
実
施
に
つ
い

て

⑴
知
名
度
向
上
や
交

流
機
会
の
創
出
に
つ

な
が
り
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
市
内
外
へ
の
情
報
発

信
の
強
化
、
回
遊
性
向
上
に

向
け
た
施
策
な
ど
、
持
続
可

能
な
展
開
を
検
討
し
ま
す
。

⑵
文
学
や
文
学
者
に
関
係
す

る
他
自
治
体
の
施
設
に
対
し

第
10
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
に
向
け

て
、
第
９
期
に
お
け
る
進
捗

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

①
介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ

い
て
、
今
期
の
引
き
上
げ
に

よ
る
運
営
へ
の
影
響
は
。

②
在
宅
介
護
を
支
え
る
訪
問

介
護
事
業
所
の
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
の
現
状
は
。

③
地
域
支
援
事
業
の
う
ち
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
状
況
と
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
の
集
い
の
場
・
教
室
づ

く
り
の
進
捗
は
。

①
第
９
期
改
定
で
、

基
金
の
活
用
額
を
増

や
し
て
保
険
料
の
上
昇
幅
を

抑
え
ま
し
た
が
、
後
期
高
齢

者
人
口
が
増
加
す
る
中
、
介

護
給
付
費
等
の
伸
び
は
顕
著

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
国
の
報
酬
改
定
の
影
響
や

人
材
不
足
の
面
か
ら
、
訪
問

介
護
を
は
じ
め
と
し
た
介
護

事
業
所
全
体
が
厳
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で

「
市
民
の
意
見
箱
」は
、

広
く
市
民
の
声
を
聞

き
市
政
に
生
か
す
た
め
の

重
要
な
仕
組
み
で
あ
る
。
さ

ら
な
る
活
用
の
た
め
３
点
伺

う
。

①
令
和
7
年
度
の
実
施
結
果

と
前
年
度
と
の
比
較
、
主
な

内
容
に
つ
い
て

②
集
計
お
よ
び
分
析
の
方
法
、

関
係
部
署
へ
の
共
有
の
方
法
、

具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い

て③
よ
り
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
る
た
め
の
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て

①
令
和
８
年
２
月
末

時
点
で
提
言
件
数
が

１
２
５
件
、
前
年
度
が
85
件

で
あ
る
こ
と
か
ら
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
教
育
・
文

化
に
関
す
る
ご
意
見
を
多
く

頂
戴
し
て
い
ま
す
。

②
８
つ
の
分
野
に
分
類
し
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
回
答

の
要
否
、
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
の

可
否
、
関
係
課
、
投
函
場
所
、

受
付
日
な
ど
に
よ
り
整
理
し

地
域
猫
活
動
に
つ
い

て
５
点
伺
う
。

①
地
域
猫
活
動
の
実
施
状
況
、

不
妊
・
去
勢
手
術
補
助
金
の

執
行
状
況
、
苦
情
内
容
と
件

数
は
。

②
不
妊
・
去
勢
手
術
補
助
金

申
請
の
簡
素
化
に
向
け
た
検

討
状
況
は
。

③
地
域
猫
活
動
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
認
定
や
登
録

制
度
、
活
動
を
継
続
し
や
す

く
す
る
支
援
策
は
。

④
高
齢
者
に
よ
る
多
頭
飼
育

崩
壊
の
問
題
に
対
す
る
民
生

委
員
や
自
治
会
と
の
連
携
対

応
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

⑤
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
て

広
域
的
に
地
域
猫
を
市
民
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
説

明
会
や
出
前
講
座
等
の
開
催

に
つ
い
て①

補
助
金
執
行
状
況

は
、
予
算
計
上
し
た

１
０
０
万
円
全
額
分
交
付
を

予
定
し
て
お
り
、
活
動
支
援

を
進
め
て
い
ま
す
。
相
談
件

数
は
、
令
和
６
年
度
13
件
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

様
々
な
声
が
寄
せ
ら

れ
、
特
に「
ま
ほ
ろ
ば
号
」な

ど
の
バ
ス
の
減
便
に
つ
い
て
、

大
変
切
実
な
声
を
い
た
だ
い

た
。
学
生
や
子
育
て
世
代
、

ご
高
齢
の
方
な
ど
幅
広
い
方

が
現
状
や
将
来
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
。
運
転
士
の
確
保

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
中
、

慢
性
的
な
運
転
士
不
足
や
、

時
間
外
労
働
の
上
限
が
規
制

さ
れ
る
２
０
２
４
年
問
題
も

重
な
り
、
今
後
さ
ら
に
運
転

士
が
減
少
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
運
転
士
確

保
に
向
け
た
対
策
と
そ
の
成

果
に
つ
い
て
伺
う
。

全
国
的
に
運
転
士
不

足
が
深
刻
で
あ
り
、

公
共
交
通
の
確
保
が
危
機
的

な
状
況
の
中
、
運
転
士
を
確

保
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、

本
市
で
は
令
和
７
年
６
月
に

第
二
種
運
転
免
許
取
得
支
援

事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。
本

事
業
は
第
二
種
運
転
免
許
を

取
得
し
た
人
を
対
象
に
費
用

本
市
は
県
内
初
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

し
て
、
平
成
10
年
４
月
に
ま

ほ
ろ
ば
号
の
運
行
を
開
始
し
、

道
路
が
狭
い
地
域
に
は
、
平

成
23
年
に
地
域
線
の
運
行
を

開
始
し
た
。
し
か
し
、
現
在

で
は
運
転
士
確
保
が
困
難
と

い
う
理
由
で
ま
ほ
ろ
ば
号
の

ダ
イ
ヤ
改
正
、
路
線
バ
ス
の

減
便
が
な
さ
れ
た
た
め
２
点

伺
う
。

①
ま
ほ
ろ
ば
号
の
ダ
イ
ヤ
改

正
の
決
定
方
法
お
よ
び
利
用

者
へ
の
周
知
状
況
。

②
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

「
の
る
ー
と
太
宰
府
」の
利
用

方
法
お
よ
び
現
在
ま
で
の
利

用
者
数
。①

西
鉄
か
ら
の
当
初

の
申
出
で
は
車
両
数

や
運
転
士
数
が
６
割
程
度
ま

で
減
少
す
る
内
容
で
し
た
が
、

限
り
あ
る
車
両
数
、
運
転
士

数
で
可
能
な
限
り
の
移
動
手

段
の
確
保
に
努
め
た
結
果
、

７
割
以
上
の
運
行
便
数
を
確

保
し
ま
し
た
。

て
、
現
地
調
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
取
組
を
生
か
し
つ

つ
、
今
後
も
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
施
設
や
情
報
発
信
の
在

り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
調

査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

⑶
今
後
、
具
体
的
な
検
討
を

行
っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
本

市
の
文
化
・
観
光
振
興
に
ど

の
よ
う
に
生
か
せ
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
、
必
要
に
応
じ

て
情
報
共
有
や
連
携
の
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

⑷
①
郷
土
愛
の
醸
成
や
市
民

意
識
の
高
揚
を
図
る
上
で
効

果
的
な
視
点
で
す
の
で
、
他

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

②
文
化
・
観
光
施
策
と
し
て

の
効
果
等
を
総
合
的
に
判
断

し
な
が

ら
検
討

し
て
い

き
ま
す
。

は
、
就
職
フ
ェ
ア
や
人
材
確

保
支
援
の
補
助
金
制
度
の
創

設
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
介
護
の
利
用
件
数
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
今
後
も

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
相
談
件
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
介
護
や
医
療
に
関

す
る
相
談
に
加
え
て
、
複
合

的
課
題
を
含
む
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
集
い
の
場
・
教

室
づ
く
り
の
進
捗
に
つ
い
て
、

専
門
職
に
よ
る
地
域
出
前
講

座
を
展
開
し
、
介
護
予
防
の

普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
意
見
箱
か
ら
回

収
、
受
付
後
は
市
長
・
関
係

課
に
回
覧
し
、
個
別
の
案
件

に
つ
い
て
丁
寧
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

③
市
民
か
ら
よ
り
多
く
の
ご

意
見
を
頂
戴
す
る
た
め
に
、

様
々
な
ツ
ー
ル
を
用
意
す
る

必
要
が
あ
る
中
、
市
民
の
意

見
箱
に
対
し
て
の
改
善
や
増

設
等
の
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
意
見
を
頂
戴
す
る
方
法

と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
法
が

最
適
か
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
常
に
研
究
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

令
和
７
度
10
月
現
在
20
件
で

す
。

②
指
定
動
物
病
院
を
７
か
所

に
増
や
し
、
申
請
を
通
年
可

能
と
し
、
様
式
改
正
を
進
め

て
い
ま
す
。

③
地
域
猫
サ
ポ
ー
タ
ー
を
登

録
し
、
活
動
の
円
滑
な
導
入

や
適
正
管
理
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

④
高
齢
化
に
伴
い
飼
育
困
難

に
な
っ
た
場
合
、
民
生
委
員

な
ど
を
通
じ
て
相
談
を
受
け

て
お
り
、
関
係
部
局
と
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
対
応
し

て
い
ま
す
。

⑤
近
隣
市
と
連
携
し
た
動
物

愛
護
の
普
及
啓
発
活
動
を
実

施
し
、
地
域
猫
対
策
に
関
す

る
情
報
交
換
も
行
っ
て
い
る

た
め
、
広
域
的
に
連
携
し
た

出
前
講
座
の
開
催
な
ど
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し

て
い
き
ま

す
。

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で

あ
り
、
市
民
の
就
業
機
会
の

拡
大
及
び
運
転
士
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
市
内
を
運
行

す
る
乗
り
合
い
バ
ス
路
線
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
維
持
・

確
保
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、

国
や
県
の
取
組
と
も
連
携
し

て
運
転
士
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
事
前
周
知
と
し
て
、
自
治

協
議
会
で
の
説
明
、広
報
紙・

Ｈ
Ｐ
・
バ
ス
停
・
バ
ス
車
内
・

公
共
施
設
で
の
お
知
ら
せ
な

ど
可
能
な
限
り
の
手
法
に
よ

り
周
知
に
努
め
、
加
え
て
、

当
該
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
々
へ
の
説
明
の
機
会
を
設

け
ま
す
。

②
予
約
に
応
じ
て
運
行
を
行

う
特
徴
の
た
め
、
電
話
・
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
専
用
ア
プ
リ
で
予

約
し
、
乗
降
ポ
イ
ン
ト
に
迎

え
に
来
た
車
両
に
乗
車
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
ま
で

の
利
用
者
数
は
延
べ
２
４
０

０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

「
令
和
」を
活
か
し
た

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
を

目
指
せ

「
市
民
の
意
見
箱
」の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は

地
域
猫
活
動
を
促
進
さ
せ
よ

「
ま
ほ
ろ
ば
号
」の

運
転
士
の
確
保
を

地
域
公
共
交
通
を

利
用
者
の
た
め
に

陶す

山や
ま  

良よ
し
ひ
さ尚  

議
員

神こ
う
た
け武

　
綾あ

や  

議
員

岡お
か

林ば
や
し  

直な
お

人と  

議
員

瀬せ

筒づ
つ  

義よ
し

 ひ
さ久  

議
員

川か
わ
ぐ
ち口  

親ち
か
ま
る丸  

議
員

原は
ら

田だ 

久く

み

こ

美
子  

議
員

まほろば号時刻表の表紙

坂本八幡宮

市民の意見箱

43 42令和８年５月 第 187号 第 187号 令和８年５月




